
平成２５年度

スローガン

商工業・観光・農林業で
地域経済の活性化を

推進します

基本姿勢（基本方針）

   地域経済の活性化推進のため、優良企業の誘致と雇用の確保、市
内の産業の販路拡大、工業の振興、商店街の活性化を積極的に推進
します。

　自然エネルギーの利用促進と地球温暖化防止のため、住宅用太陽
光発電の普及と水路を利用した小水力発電を進めます。

　「刃物のまち関市」の名を全国に浸透させるため、シティプローモーショ
ン事業を進め、関鍛冶伝承館での企画展の充実を図り、日本刀文化の
魅力を国内外へ発信するとともに、誘客促進と活性化を図ります。

　農業経営の基盤整備のため、「人・農地プラン」の積極的な推進によ
り、担い手の育成と新規就農者の支援、農地の集積による土地利用型
農業の経営安定化、農業６次産業化による農業経営の活性化を図りま
す。

　豊かな森林資源を次世代に引き継ぐとともに、災害に強く地球温暖化
防止に貢献する森林整備と間伐材の利用促進事業を推進します。

経済部長
（さかい　かずひろ）

坂井　一弘
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↑
順
調

② ◎
自然エネルギー
の活用を推進し
ます。

　自然エネルギーの利用促進と、地球温暖化
防止を推進するため、住宅用太陽光発電設
置補助金の交付により、太陽光発電の普及を
図ります。
　（補助金申請件数１２５件／年）
　自然エネルギーの一つである小水力を利用
した発電は、化石燃料を使用しない発電方法
として注目されおり、市内にある多くの農業水
路等を有効利用した小水力を推進するため、
事業化が可能な適地の調査を実施し、条件
が整った所から順次整備を進めます。

　住宅用太陽光発電システム設置補
助を実施しました。
　225件（10,883千円）

　小水力発電の設置を４カ所で検討し、
１カ所（下有知）に設置しました。

↑
順
調

① ◎

優良企業の誘
致と、市内の産
業活性化のため
販路等の拡大
策を積極的に推
進します。

　市内での雇用の創設と多様化、市財政基盤の
安定化を図るため、優良企業の積極的な誘致
を進めるとともに、合同企業説明会の開催等に
より、地元企業への円滑な就職支援を進めま
す。
　（新規企業誘致奨励金対象、３社/年）
　地域産業の販路拡大のため、新たに
Facebookを活用した関市の特産品の販売や、
販路拡大のため見本市出展補助金の増額等に
より、一層の地域産業の活性化を図ります。

　企業訪問を行うとともに、新たな工業
団地造成に向けて関係機関及び庁内
での調整を実施しました。
　平成２５年度企業誘致奨励金対象
　・・・６社（内１社が新設）
　ネット通販サイト「JapanSG」に７月から
加入し販売を開始。現在は25社55品
目を販売中です。
（見本市補助金交付件数　22社51回）

取組について　（※　◎印＝市長マニフェスト推進計画の項目に該当）

重点課題・目標 具体的な取組内容（課題・目標に向けた取組） 達成状況（実績） 評価

　｢刃物のまち・関」の名を全国に浸透させるた
め、インパクトのある効果的なプロモーション
を、ノウハウやメディアとの密接な関係を持つ
専門家とともに進め刃物の産地としての「関ブ
ランド化」、「グルメタウン化」につなげます。
　関鍛冶の歴史や刀装具等を紹介する施設
「関鍛冶伝承館」において、従来とは違った日
本刀の展示方法を試みることによって関市の
日本刀文化の魅力をより広く内外へアピール
するとともに、長良川鉄道等との連携による地
域活性化事業としての展開を図ります。
（企画展目標入場者数　１５，０００人）
　岐阜県の「じまんの原石」にも認定されてい
る刃物ミュージアム回廊地区を「刃物のまち・
関」の観光拠点として、市外からの来訪をより
促進するとともに、市民が誇れるイキイキとし
た躍動感のある景観地区に修景していきま
す。
（平成２５年度計画策定・平成２６年度施設
整備）

　関あゆプロジェクトの新たなグルメとし
て「関あゆてっさ」を市内１２店舗で提供
を開始しました。

　「関鍛冶伝承館」において、「ヱヴァン
ゲリヲンと日本刀展」を開催。従来とは
違った日本刀の展示方法を試みること
によって関市の日本刀文化の魅力をよ
り広く内外へアピールしました。
　企画展入場者　　　　　 １３，８８１人
　関鍛冶伝承館入場者　２０，０００人

　基本計画案を基に、「刃物のまち関」
を体感できる場所として整備していくた
めに、刃物業界の皆さんをはじめ商店
街、商工会議所など各層各位の皆さん
からアイデアをいただきながら検討し、
「刃物ミュージアム回廊修景整備実施
計画」を策定すべく取り組みを進めてお
ります。

「刃物のまち・
関」「関市のうな
丼」のブランド力
を高め、全国に
プロモーションす
ることにより「関
市」のイメージ
アップとＰＲを図
ります。
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③ ◎

↑
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調

④

担い手の育成確
保と農地の集
積、農業６次産
業化事業を推進
します。

　「人・農地プラン」を活用し、農業経営基盤の
強化のため、農業の担い手の育成、耕作放棄
地対策、地産地消の推進、農業経営の６次産
業化を推進します。 毎年新規就農者３名以上、
農地集積１０ｈａ以上を目標として、関市の農業
振興を図ります。
　農産物を加工して特産化し、有利販売を行う
ことで農家の活性化を図るため、農業経営の６
次産業化事業を推進します。（６次産業化ネット
ワーク協議会の設立と新たな商品開発５品目）

　新規就農者は２名で、農地集積面積は
３７ｈａとなりました。また、耕作放棄地再
生利用交付金事業で設置した洞戸地域
の菌床しいたけ栽培施設が操業しました。

　５月に１８組織が参加し、関市６次産業
化ネットワーク協議会を立ち上げ、清流の
国地域振興補助金事業により、商品開
発、市場調査、特産品マップ作り等を業
務委託により実施しました。
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⑤

人にやさしい森
林づくりと間伐材
の利用促進事
業を推進しま
す。

　市民の安全・安心・快適な生活環境を守る
ため、水源の涵養や土地に関する災害の防
止などの公益的機能の発揮と木材の生産機
能の維持増進を図るための森林づくりを利用
間伐事業を中心に８００ｈａを促進します。
　また、市有林、財産区有林は、１００ｈａの間
伐事業を実施し、地域の模範となる森林整備
を進めます。
　健全な森林づくりと効率的な木材生産を行
うため、既存林道の機能を保全し維持管理を
重点的に取り組みます。
（公共事業１ヶ所、県単独事業４ヶ所、市単
独事業３ヶ所）
　間伐材の利用促進を積極的に進めるため、
間伐材活用調査を実施し、間伐材の利用促
進を図ります。

　間伐事業は６８０ｈａで実施し、その内、
搬出が難しい奥地水源林については、環
境税を利用してＡ=１６７ｈａの切捨間伐を
実施しました。

　市有林、財産区有林については２００ｈａ
の間伐事業を実施しました。

　国、県の補助制度を活用し、林道中美
濃線ほか４路線の林道改良工事、林道
川向線ほか１路線の舗装工事を実施しま
した。

　間伐材の積極的な利用促進のため、武
儀、上之保地域で「木の駅」事業を開始
し、年間１００ｔの間伐材を搬出し、木材の
利用を促進しました。
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